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松本地域健康産業推進協議会会長顧問
株式会社三菱総合研究所理事長小宮山宏さん

新しい勤きを
松本から世界ヘ
今日ほど人類が豊かさを享

受している時代はありません。

先進国はもちろん、多くの途

上国もやがて物質的豊かさを

実現するでしょう。ただ、その

豊かさは環境悪化やエネルギーの枯渇、長寿社

会の到来…といった問題を抱えていますO そうし

た心配を克服し、いかに長寿を楽しめる社会を

構築するかーが今、まさに問われているのです。

科学技術の発達はそうした社会の実現を支え

る基盤。個々人が健康で幸せな長寿を楽しめる

ようにすることは、社会的な負担の軽減にもな

るでしょう。そして、それを実行するには、市

民が責任と自覚をもって、連携することが不可

欠です。

そういう「プラチナ社会」を、松本という一

都市から発信する意義がここにあります。松本

から世界ヘ、新しい動きとなっていくことを期待

します。

松本地域健康産業推進協議会副会長
信州大学学長山沢清人 さん

産学官で地域産業を
育成・振興
信州大学の松本キャンパス

(松本市)に2010年3月開設さ
れた「信州|メディカルシーズ育

成拠点」は、信州、|が培った精

密技術と信大医学部 ・附属病

院の医療ニーズ、他学部も含めた研究開発の成

果を結び付け、新しいメデイカル産業の育成 ・

振興を図り、地域の活性化につなげようーとい

う、産学官連携で実現した施設です。

県内企業と共同で研究開発や新技術の製品化

に取り組む研究棟「信州地域技術メディカル展

開センター(仮称)Jも、松本キャンパス内に建

設を予定しています。

県内の大学はいずれも地域貢献に熱心です

が、信大ではこうした取り組みが進んでいます。

「プラチナ社会」を松本から実現していくために、

信州メディカルシーズ育成拠点について

プラチナ社会実現に向けて
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既
に
効
果
は
出
て
お
り
、
グ
リ
ー
ン
関
差
業
の
輸

出
額
は
仰
年
で
年
間
初
億
円
、
今
は
さ
ら
に
伺
ひ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
約
5
千
社
が
環
境
技
術
の
分
野

で
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
初

年
ま
で
に
ω
%
削
減
し
、
日
年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す
る

と
い
う
目
標
も
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
最
も

可
能
に
な
り
、
化
石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
が
促
さ
れ
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
消
費
量
の
割
合
は
、
引
年
に
お
%
未
満
で

し
た
が
、
今
で
は
必
%
に
増
え
ま
し
た
。

2
0
2
0

年
ま
で
に
日
%
達
成
が
目
標
で
す
。
家
庭
や
オ

フ
ィ
ス
の
暖
房
な
ど
住
宅
部
門
で
特
に
成
功
し
て

い
ま
す
。
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持
続
可
能
な
成
長
と
健
康
な
生
活
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ェ
ー
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ン
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視
点
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国
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学
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
自
然
が
大
好
き
。
自
然
は
生

活
の
一
部
で
あ
り
、
文
化
に
も
大
き
な
役
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す
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な
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を
と
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ま
し
た
。
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2
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3年
に
憲
法
に
も
付
加
さ
れ
ま
し
た
。
「
環

境
問
題
を
輸
出
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

こ
の
目
標
の
下
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
四
つ
の
重

点
分
野
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
省
資

源
に
優
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
経
済
」
。
環
境
税
の
導
入
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
な
ど
に
よ
っ
て
持

続
可
能
な
社
会
へ
の
移
行
を
進
め
る
と
と
も
に
、
雇

用
拡
大

・
産
業
振
興
も
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

尾雪司

問
題
は
輸
送
部
門
で
す
。
依
然
何
%
も

化
石
燃
料
に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、
少
な
く

と
も
叩
%
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転

換
し
た
い
。
一
つ
の
手
段
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
や
電
気
自
動
車
の
導
入
で
す
。
日
本

は
こ
の
分
野
で
近
年
非
常
に
成
功
し
て
お
り
、
世
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
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深
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、
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は
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年
代
か
ら
温
室
効
果
ガ
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排
出
量
が
年
々
減
少
し

て
い
る
の
に
対
し
、
G
D
P
(国
内
総
生
産
)
は
上
昇

し
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

持
続
可
能
な
社
会
と
高
度
な
経
済
成
長
は
両
立
し

う
る
|
そ
れ
が
私
か
ら
の
メ
ッ
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ジ
で
す
。
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を
割
き
、
ド
イ
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は
若
い
家
族
の
支
援
を
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ド

イ
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と
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齢
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が
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を
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問
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ど
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と
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齢
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和
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け
る
の
は
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で

控
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位

で

、

蓄

に

で

き

る

高

齢

社

会

に

い
。
世
代
が
対
立
す
る
枠
組
み
百
実
現

寸
恵
ま
れ
た
国
で
す
。
し
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し
、
国
民
の
意
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に
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の
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位
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う
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ダ
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と
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う
映
画
を
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。
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。
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、
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役
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均
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、
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つ
く
る
ポ
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だ
と
思
い
ま
す
。

¥、の
お
・

1
歳
に
対
し
日
本
は
必
歳
で
す
。

高
齢
化
や
人
口
減
少
と
い
う
点
で
も
日
本
と
ド

イ
ツ
の
社
会
は
似
て
い
ま
す
。
日
本
は
そ
の
た
め

に
経
済
成
長
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ド

イ
ツ
は
、
出
生
率
は
日
本
と
同
じ
く
非
常
に
低
い

の
で
す
が
、
「
移
民
」
が
多
い
点
が
最
も
大
き
く
異

な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
政
策
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。
家
族
手

れは
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せイ
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。の
国方
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予発

雪害
、て
日い
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はと
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思雪国厚本護暇当
箸15家くよな、、
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開

陳

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
に
つ
い
て

高
齢
社
会
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
産
業
化
に
よ
っ
て
持
続
可

能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
、
松
本
市
が
推
進
す
る
「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
」
構
想
を
国
内
外

に
発
信
し
ま
し
た
。

同
会
議
は
、
松
本
市
な
ど
松
本
地
域
の
行
政
や
大
学
、
企
業
、
信

濃
毎
日
新
聞
社
な
ど
で
つ
く
る
「
松
本
地
域
健
康
産
業
推
進
協
議

会
」
(
科
企
業
・
団
体
)
の
主
催
で
聞
き
ま
し
た
。
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
が
強
迫
観
念
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
今
日
の
健
康
ブ
ー
ム
の
異
常

さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
」

と
い
う
取
り
組
み
は
結
構
で
す
が
、
現
実
の
厳
し
い

平
均
寿
命
が
長
く
、
県
民
1
人
当
た
り
の
老
大
医
労
働
環
境
・
生
活
環
境
の
中
で
、
生
活
改
善
な
ど
で

療
費
が
低
い
長
野
県
は
「
健
康
長
寿
県
」
と
言
わ
れ
て
き
な
い
l

と
い
う
人
は
多
い
。
健
康
ブ
l
ム
に
は
、
そ

き
ま
し
た
。
そ
の
董
尽
と
し
て
、
高
齢
者
の
整
委
恋
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し
た
健
康
不
安
か
ら
手
っ
取
り
早
い
健
康
法
に
頼
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健
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個
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だ
け
の

E、
さ

ら
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な
く
、
健
康
と
い
う
切

の
知
識
や
意
識
の
普
及
、
自
然
環

1
1
1
1
1
J引
院
佐
遡

り
口
か
ら
社
会
シ
ス
テ
ム
を
整
備

境
の
良
さ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
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し
て
い
こ
う
!
と
い
う
松
本
市
の

す
。
こ
う
し
た
健
康
長
寿
の
底
流

一
、

4
A

一蕗

シ

ぷ

試
み
に
は
、
そ
う
し
た
意
昧
で
期

は
現
在
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

長

F
A
M--
P待
し
て
い
ま
す
。
優
れ
た
自
然
環

長
寿
社
会
が
実
現
し
た
今
日
、

一

dm櫨
噂
唱

叶川、

岡
甑
欝

境
や
文
化
に
、
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

健
康
と
は
、
よ
り
幅
の
広
い
、
充

l
l
1
1
1
11
い
は
魁

そ
れ
ら
を
生
か
し
た
滞
在
型
の
健

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
大
切
な
も
の
で
す
。
で
す
康
保
養
地
と
し
て
の
受
け
皿
づ
く
り
も
進
め
て
ほ
し

か
ら
、
「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
」
と
い
う
取
り
組
み
い
と
思
い
ま
す
。

医
師
陣
広
配

信
州
・
松
本
の
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で
考
え
る

健
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寿
命
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世界健康首都会議 宣言文

超高齢社会において、身体と心の健康は、

単に個人の問題だけではなく社会の問題で

もあること、さらにそれを維持するために

は、疾病予防の努力が不可欠です。個人の

意識改革を進めるとともlらし非会インフラ
を整え、企業と学術機関の叡智を形にする、

産業化に向けての強力な営みが必要です。

21世紀に生きる私たちの健康は、自立し
た生活のもとに、社会と積極的にかかわり

を持ち、社会の中で自らの役割を実感して

生きていくことにより、維持されるもので

あると考えます。

超高齢社会に生きる市民全てが尊厳を

もって生き、全員が社会の資産であり、市

民一人ひとりの「いのち」と「暮らしJを
大切にする、という認識を共有する社会こ

そが、世界の目指す「健康寿命延伸都市」

であり、それは同時に世界健康首都の姿で

もあります。 求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

実
証
事
業
も
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私たちは、世界健康首都会議を通じて以

下の7項目を共有し、 21世紀の健康のあり
方を世界に向けて松本から宣言します。

1健康は、活力ある超高齢社会の源です。

2健康は、個人の問題だけではなく、社会の
問題でもあリます。

3健康は、疾病予防の努力によって支えられ

ます。

4健康は、快適な生活空間ピ環境に配慮し

たまちづくリlこよって支えられます。

5健康には、自立した生活、社会どの積極
的なかかわリ、さらに、社会の中で、白らの

役割を実感して生きて」、くこどが求められます。

6健康には、産業化による持続可能な社会

システムの確立が不可欠です。

7健康には、市民、企業、学術機関、行政

の相互連携が大切です。

世界健康首都会議

松本市長菅谷昭

2011年12月9日
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The World Health Capital Conference 

Matsumoto Declaration 

Under the circumstances of the super aging society, maintaining physical and mental health 
should be the major issue not only for any individual but also for any societies in the world. 

It is clear that in order to sustain citizens' sound body and mind, preventive care is essential. 

In addition, we must encourage new ways of thinking about health, and improve as well as 
enhance social infrastructures. Also, strong initiatives will be required for creating new industries 
in the active super aging society, by wisdom and cooperation of private corporations and academic 
institutions. 

In the 21st century, we trust that our sound body and mind can be maintained through the lifestyle 
with which each individual would be able to make living by realizing his or her social role, and 
participating in the society, and living an independent life. 

The universal goal of the Sustainable Healthy City is to become a society where every citizen who 
lives in the super aging community enjoys his or her life with dignity, and each one of them is 
deemed as an irreplaceable social asset, and therefore, each one of citizen's "Life" and "Existence" 
are highly respected. We recognize that the above goal shall be shared by any nations and cities, 
and that where such citizen lives shall be named as the Healthy Capital in the World. 

We declare the following seven messages of health city model for sustainable aging society in the 
21st century at the occasion of the World Health Capital Conference in Matsumoto. 

· Health is an essential base for an active super aging society, 

· Health is not only an individual issue but also a social issue, 

· Health shall be sustained through an effort of preventive care, 

· Healthy society is realized by comfortable living environment and environment friendly urban 
management, 

· Healthy society is achieved by living an independent life, participating in social activities, and 
feeling an actual self·role in the community, 

· Realization of an active super aging society will create variety of new industries, 

· Establish close partnerships among citizens, corporations, academic institutes and government 
administration. 

December 9, 2011 

The World Health Capital Conference in Matsumoto 
Mayor of Matsumoto City 

Akira Sugenoya 
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